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図 1 スペクトル拡散レーダ実験システム

1 はじめに

近年, SS(Spread Spectrum)UWBレーダが注目され
ており，高い距離分解能を有するイメージング技術への
適用が検討されている．これまでに，UWBレーダを用
いた高速画像化手法である SEABED法が開発され，そ
の有効性が実験的に確認されてきた [1]．しかし高精度
画像化に必要な測定データ量の確保のために多くの位置
での測定が必要であった．そこで，本稿では SSレーダ
の拡散符号としてGold符号を用いた多点同時送信シス
テムを構成し，SEABED法によるイメージングをアン
テナ走査不要のシステムで実現し，高速化する.

2 提案システムと実験系

本研究では，実空間 (x, y, z)上の y軸方向に線形等間
隔アンテナアレイを設置し，x軸方向に 1次元走査する
システムを想定する. このとき，各アンテナに割り当て
る符号を異なるGold符号とすることで，複数の信号を
分離することが可能である. このシステムは従来のモノ
サイクルパルスを用いてアンテナをスイッチで順次切り
替えるシステムと近似的に等価となる.
本稿で扱う実験装置を図 1に示す．電子制御される自

動ポジショナに送受信アンテナ対を設置する. 送受信ア
ンテナは中心間距離 13.0cmで固定する. 送信信号の中
心周波数は 3.7GHz, 帯域幅は 2.0GHzである. 送信信号
はチップレート 12.5Gchip/s，符号長 511のGold系列符
号をベースバンドで用いる. アンテナ走査間隔は 2.0cm
とし, x軸, y軸方向にそれぞれ 19点の計 361点での測
定を行う. そのとき，y軸方向には 19種の異なる符号系
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図 2 真の形状
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図 3 提案システムによる推定形状

列が用いられ，受信後にオフラインで足し合わせること
で，同時送信システムと等価なシステムをシミュレート
する. また，目標形状は金属製球状物体とし，走査範囲
の中心の真下 15.5cmの位置に設置する．

3 SEABED法による形状推定
本実験で得られた信号を用いて，SEABED法により

画像化を行う．図 2 は真の形状，図 3 は推定形状であ
り，おおむね正しい形状が推定さる. 推定誤差 RMS値
は 0.48cmであり，波長の 17分の 1程度である. これに
より，提案する多点同時送信システムによる高速UWB
レーダ画像化システムの有効性が示された．
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